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早稲田大学 博士（社会科学） 学位申請 研究業績書

[学位論文・学術論文・著書・その他（学会発表等）の順に記入してください]

氏 名 早稲田 花子

（１９９９年７月 １５日現在）

学位論文

1.○○○の▽▽▽における□□□について 1996早稲田大学大学院社会科学研究科修士

論文

学術論文

1.早稲田花子 ： 1996 ○○○の研究. 日本□□学会誌,54 巻 3 号,15-24 頁

2.社学一郎,早稲田花子,大隈太郎 ：1998 △△△に関する考察. ◎◎学全集,31 巻 2

号,31-45 頁.

3.早稲田花子,社学一郎： 1999 ☆☆と★★の関連. ▼▼研究の進歩,39巻 2号,95-106

頁.

著書

1.早稲田花子 : 1997 ◇◇◇入門. 凸凹出版.

2.大隈太郎, 早稲田花子 ： 1998 ◎◎◎について. ◇◆書店.

3.早稲田花子 ： 1999 □□□の行動. 凸太凹郎（編）「社会と科学」,▼△書房,50-95

頁（凸太凹郎他 12 名と分担執筆）

その他

《学会発表》

1.早稲田花子,社学一郎,大隈太郎 : 1996 ○○○における△△△.第Ｎ回日本□□学会

大会発表論文集, 101 頁.

2.社学一郎,大隈太郎,早稲田花子 : 1997 ○○○の△△法. 第ｎ回日本○△学会大会

号,38-39 頁.

3.大隈太郎,社学一郎,早稲田花子 : 1999 △△△の○○について.第ｎｎ回日本△▼学

会学術大会プログラム・予稿集,15 頁

《翻訳》

1.早稲田花子 : 1999 □▼□△学. ○○書店,98-120 頁（社学一郎他 10 名と分担翻訳）.

印


